



















































































































林 縁 施　工 地 周　辺 出現
植　物　名 階層 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9頻度
1，140m1，150m1，175m1，225m1，250m1，275mL275m1，275mユ，300m（％）
ハイイヌガヤ S2 十 十 十 十 ● ● ● ● ■ 44
ダイセンヤナギ S1 1・1 4・4 4・3 4・3 3・3 5・5 5・4 4・4 5・4 100
ヒメヤシャブシ S1 3・3 1・ヱ 1・1 十 2・2 ■ ● 1・2 十 78
ツノハシバミ S2 ● 十 十 十 r ■ ■ r ■ 56
クマシデ S2 ● ● ■ 十 ● ● ■ ● ● 11
ブナ S1 十 ● ’ ● ■ ● ■ ● ● 11
ミズナラ S1 1・1 1・1 十 1・1 ● ■ ● ● ● 44
クロモジ S2 十 Ψ 十 ● ● ■ ● ■ ■ 33
ウツギ S2 十 十 十 ■ 十 ■ 十 ● r 67
ナナカマド S1 1・2 1・1 十 1・2 十 ■ ● ● ● 56
アズキナシ S1 十 十 ÷ 千 ● ● ● ● ■ 44
シモツケ S2 十 十 十 ■ ■ ● ■ ’ ● 33
イヌエンジュ S1 ● ● 十 ● ● ■ ● ● ● 11
アオハダ S2 ■ ■ ■ 十 ● ● ● ● ■ 11
ハイイヌツゲ S2 ■ ● ● 十 ■ ■ ● ● ● 11
　　　、Rマユミ S2 十 十 十 十 十 ● 十 r 十 89
ツリバナ S2 ■ 十 ● 十 ● ■ ■ ● ● 22
ウリハダカエデ S2 十 ● 十 十 r ● φ ■ ■ 44
イタヤカエデ S2 ● ■ ● ÷ ● ■ ● ● ■ 11
ハウチワカエデ S2 十 ● ● ● ● ● ● ● ● 11
オオイタヤメイゲツ S2 ● 十 ■ ● ■ ■ ■ ● ■ 11
サルナシ T ● r ■ ．　　　　　　　　　■ ■ ■ ● ■ ● 11
ヤマボウシ S1 ● 十 ■ 十 ● ■ ■ ● ■ 22
ウスノキ S2 十 ■ ● ● ■ ∂ ’ ■ ● 11
ミヤマイポタ S2 ● → ● ● ● ● ● ● ■ 11
タニウツギ S2 ● ● 十 十 ● ● ● ● ● 22
オオカメノキ S2 ● 1・1 ● ● ’ ● ’ ● ● 11
ヤブデマリ S2 ● 十 ■ ● ● ● ■ ● ● 11
カリヤスモドキ K 1・2周辺 ● 2・2 ● 十 十 1・1 十 3・3周辺 78
ノガリヤス K ● ● ■ 十 ■ ● ● ● ● 11
ススキ K ● ● ● 1・2 ● ■ ■ ● ■ 11
ヨモギ K 十 十 十 十 ● ● 十 十 十 78
フキ K ■ 十～1・1 1・1 ● 2・2 十 十 1・1 1・2 78
ホソバノヤマハハコ K ● ■ ● ● ● ● ■ ● 1・1周辺 11
アキノキリンソウ K 十 十 十 十 1・1 ÷ ● 十 r 89
オオカニコウモリ K ● 十 ◆ 十～1・1 ● ● ● ● ■ 22
ゴマナ K ■ 十 ● 十 十 ● ● ■ ● 33
ヒメジオン K ● ● ■ r ● ■ ● ● ■ 11
コウゾリナ K ● ● 十 ● ● ● 十 ● r 33
ノアザミ K ● ● 十 ● ■ ■ ● ■ r 22
キュウシュウコゴメグサ K 台 ■ ● ■ ● ● ● ● 十 11
ダイセンクワガタ K 十 ● ● ● ● 十 十 十 ● 44
シオガマギク K ● Ψ 十 Ψ ● ● ● ● ● 33
オククルマムグラ K 十 十～1・1 ■ 十 十 ■ ● ■ ● 44
シシウド K 十 十 ● 十 ■ ■ ● ● ● 33
ダイセンキスミレ K ● ■ 十 ● ● ■ ■ ● ● 11
タチツボスミレ K 十 十 十 ● ● ■ ■ ● ● 33
ヤマブキショウマ K 十 ∋ ■ ● ● ● ● ● ■ 22
ヤマシャクヤク K ■ 十 十 十 ● ● ● ■ ● 33
クサボタン K ■ Ψ 1・1 十 3・3 十 ● 1・1 十 78
イタドリ K 十 ● 十 ● 十 十 十 十 1・2周辺 78
オオバキボウシ K ● ● 十 十 ■ ● ● ■ ● 22
ホソバシュロソウ K 十 ● ● ■ ● ● ● ● ● 11
ショウジョウバカマ K ■ 十 ● ● ● ● ● ● ● 11
オシダ K ● 十 ■ 十 ● ● ■ ● ● 22
スナゴケ M 1・2 十 十 十 十 1・2 1・2 十 Ψ 100










調査地点 P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16出現頻度
植物名　　　　　　標高 1，1751n，175m1，225m1，225mL225m1，230m1，275m（％）
アカマツ r ■ ● ● ● ● ■ 14
ダイセンヤナギ 2・2 2・2 1・2 1・2 2・2 十 2・2 100
ヒメヤシャブシ 十 ● ● 十 ∋ ■ ● 29
ツノハシバミ 十 ● ■ ■ r ● ■ 29
ミズナラ 十 十 ■ ’ ● ● ● 29
ウツギ ● 十 ● ■ 十 十 ■ 43
ナナカマド 十 ● ■ ● ■ ● ● 14
アズキナシ 十 ● ● ● ● ● ● 14
シモツケ 十 十 ● ■ 十 r ● 57
メドハギ 十 十 1・1 2・2 2・1 十 ■ 86
ヤマボウシ ■ 十 ● 十 十 ■ ● 43
タニウツギ 十 十 ● ● ■ ● ■ 29
レンゲツツジ 十 十 ■ ● 十 也 十 57
ホツツジ 十 2・2 ● 十 2・2 ● 十 71
アカモノ ● ● 1・2 1・2 ● ■ 十 43
カリヤスモドキ 4・3 4・4 3・3 5・4 5・4 5・5 5・4 100
ヨモギ ● 十 ● 令 十 十 ● 43
フキ 十 1・1 ● 十 十 1・2 十 86
ホソバノヤマハハコ ■ ■ ■ 十 十 十 十 57
アキノキリンソウ 十 1・1 1・1 十 十 1・1 十 100
キュウシュウコゴメグサ 十 十 1・2 1・2 1・1 Ψ 1・2 100
シオガマギク 十 十 ● ■ ● ■ ● 29
クルマバナ ■ ■ ● ● ● r ■ 14
タチツボスミレ ● ● 十 十 十 十 ● 57
オトギリソウ ■ ● ● ● 十 十 十 29
ワレモコウ ● ● 十 ■ ● ● ■ 14
クサボタン 十 十 十 十 十 十 十 100
カワラナデシコ ● 十 十 十 十 ● ■ 57
イタドリ 十 十 十 十 十 ■ 十 86
オオバギボウシ 1・2 十 ■ ● 十 ■ ● 43
ショウジョウバカマ ● ● 十 ● ● ● ■ 14
ノギラン ● ● ● ■ ● ● 十 14
スナゴケ 1・2 1・2 4・4 3・3 3・3 1・2 3・3 100




植生土の う 筋工施工地 PNC板施コ〔地 出現
調査地点 P17 P18 P19P20P21P22P23P241）25 P26 P27
標高 1，150m 1，150m1，225m1，250m1，270m1，275m1，20佃1．24511］1，245m1，275m1，275m
林縁 林縁より 中央部中央部 筋工の筋工の筋工の筋工の 筋工の 頻度
植物名 5－10m地点 凸地 凸地 下側 上側 下側 上側 下側 （％）
アカマツ ■ ● ■ ● r ● ● ● ● ● ■ 9
ダイセンヤナギ 1・2 1・2 2・2 ］・2～2・22・2～3・23・3 十 2・2 十 3・3 3・3 100
オノエヤナギ ● ● ● r ■ ● ■ ● ● ● ● 9
オオバヤシヤブシ ・ ＋（X） ＋（X） ■ ● ＋（X） ■ ● ● Ψ ■ 36
ヒメヤシャブシ 十 ■ ● 十 ● 十 ■ ● ● ■ 十 36
ミズナラ ● r r r r ● ● ● ● φ ■ 36
ウツギ ● r ● ● ● r ● ■ ． ■ ■ 18
ナナカマド ● ● 十 十 十 Ψ ● 千 ● r r 64
ヤマハギ 1・2 十～1・2 十 ● 十 r～幸 ● r ■ 十 十 73
メドハギ 十 十 十 十 十 ● 十 十 ● 十 十 82
イヌエンジュ ● ● ● ● ● r ● ● ● ● ● 9
エニシダ ● ・ ● ● 十 ● ● ● ・ 3・3 ● 18
ネムノキ ● r ● D ● ● ● ■ ● ・ ● 9
アキグミ ■ ● ■ ● ● ◆ ● ◆ ● ● r 9
アカモノ ● ■ ● ∋ ● ■ ● ● ● ● ■ 9
ホツツジ ． ● ・ ● 十 ● ■ ・ ● ● ● 9
タニウツギ 十 r ● ● ● ● ■ ● ■ ● ● 18
カリヤスモドキ 4・4 ÷～1・2 2’2～3’3÷～」・2 十 3・3 2・3 十 十 1’2～2・2 十～1・2 100
ヒメノガリヤス ● 十 十 十 ● ■ ● 十 ● ● 十 45
ススキ ● ● ● 十 十 ● ● ■ 十～1・互 ● 1・2 36
クリーピングレッドフェスク ● 十～2・2 ÷ ● 十 ● 十 十 十 2・2 十～1・1 73
ヨモギ 1・1 十 十 十 ÷ r 十 ● ■ 十 十 82
フキ 十 十 十 十 ■ 十 ● 十 十 十 十 82
ホソバノヤマハハコ 十 十 十 十 1・1 ● ・ 十 十 ● 牽 73
アキノキリンソウ ● ● 十 十 十 十 ● ● ● ● ● 36
コウゾリナ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● r ● 9
キュウシュウコゴメグサ ・ ● 十 1・2～2・2 2・2 2・2 ● 1・2 2・2 ● 2・2 64
ダイセンクワガタ 十 十 十 十 十 ■ ● ● 十 ● 十 64
シオガマギク ÷ ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● 9
オククルマムグラ 十 ● ● ③ ● ● ● ● ■ ● ● 9
イワカガミ ● ● ・ ● ● r ・ ■ ● ・ r 18
タチツボスミレ 十 ● ● ● ■ ● ・ ● ● ● ■ 9
ワレモコゥ ● ● ■ ● ・ ■ ● ● 十 ● ・ 9
クサボタン 十 十 十～1・1 ． 十 ● 1・2 十 十 ・ 十～1・1 73
カワラナデシコ ● ● ■ ■ ● 十 ● ● 十 r 十 36
イタドリ 十 十 十 ● 十 ÷ 十 十 十 十 ÷ 91
アカソ ◆ 十 十 ● ● ● ● ● ■ ● ● 18
ノギラン ● ■ r ● ・ r ● ● ● 十 ● 27
オシダ r ● ■ ● ● ● ● ● ■ ● ● 9
スナゴケ 3・3～4・4＋（3・3～4・4）2・2～3・3 5・4 5・4 3・3 1・2（4．4｝　　3・3～4・4　　3・3～4・4　　1．2～3・3（2 ～5・4｝ 100
コスギゴケ 3・3 （3・3） ● ● ■ ● ● ● ● ● ● 18















調査地点 P28 P29 P30 P31出現頻度
植物名　　　　　　　標高 1，270mL275m1，275m1ほ00m （％）
ダイセンヤナギ 2・2～3・3 1・2 2・2 十～1・2 100
オオバヤシヤブシ ■ 十 ● ● 25
ツノハシバミ ● r ● ● 25
ミズナラ r ● ■ ● 25
ナナカマド 十 十 ● ■ 50
シモツケ ● 十． ● ● 25
ヤマハギ 十 ● ● ● 25
メドハギ 十 ● ● r 50
エニシダ 十 ● ● ● 25
アカモノ ■ 十 ■ ● 25
ボツツジ 十 ■ ● ■ 25
カリヤスモドキ 十 十 十 十 100
ススキ 十 ● ■ 十 50
クリーピングレッドフェスク 十 ■ ● 十 50
ヨモギ 十 十 十 ● 75
フキ ● 十 1・1 ● 50
ホソバノヤマハハコ 1・1 → 十 ■ 75
アキノキリンソウ 十 ● ● ■ 25
サワヒヨドリ ■ r ● ● 25
キュウシュウコゴメグサ 2・2 1・2 1・2 1・2 100
ダイセンクワガタ 十 ● ● ● 25
クサボタン Ψ 十 十 ■ 75
カワラナデシコ ● ● 十 ● 25
イタドリ 十 十 十 ● 75
スナゴケ 5・4 2・3 3・3 5・4 100


















































標高 P32 P33 P34 P35 P36出現頻度 P37 P38 P39 P40 P41出現頻度
植物名 1，175m1，175m1，175m1」75m1，225m（％） 1，150m1，175m1，175m1，175m1，300m（％）
ダイセンヤナギ 十～1・1 2・2 2・2 十～1・1 1・2 100 十 十 十 ● 十 80
オノエヤナギ ● ・ ● ● r 20 ● ’ ● ◆ ■ 0
オオバヤシヤブシ ● ● 十 十 十 60 ● ○ ● ● ● 0
ヒメヤシャブシ ● ■ ● ● ■ 0 ■ ■ ■ ● ■ 0
ミズナラ ● ● ● ■ r 20 ● ■ ● ・ ● 0
ウツギ ■ ■ 十 ● ● 20 ● ■ ● ・ 十 20
ナナカマド ● ● ■ ● 十 20 ● φ ● る ● 0
シモツケ ● 十 ● ● ● 20 ■ ’ ■ ● ● 0
ヤマハギ ■ 十 ● ● 十 40 ● ■ ● ■ ● 0
メドハギ 十 十 ● ● 十 60 ● ■ ● ● ● 0
タニウツギ 十 ● ■ ● ● 20 ● ■ ● ● ● 0
カリヤスモドキ ● 1・1 十 牽 十～1・2 80 十 十 ● 十 ● 60
ススキ ● ● ■ ● ■ 0 ● φ ● 十 ◆ 20
クリーピングレツドフェスク 十 十 十 十～1・1 十 100 十 ■ ● ● ● 20
ヨモギ ■ 十 十 十 十 80 十 ■ ● r 十 60
フキ ● ● ● ● ’ 0 ● 十 ● ● 十 40
ホソバノヤマハハコ 亀 ⑳ ● 十 十 40 十 φ ● 十 十～1・1 60
キュウシュウコゴメグサ ● ● ● ● 十 20 ● ’ ● ■ 十 20
ダイセンクワガタ 十 十 ● 十 十 80 十～1・1 1・1 十 1・1 十 100
ダイセンキスミレ ● 十 ■ ③ ● 20 十 ● ● ● ● 20
クサボタン 十 十 十 十 十 100 十 十 十 十 r 100
カワラナデシコ ・ 十 ● ● ■ 20 ● ■ ● r r 40
イタドリ 十 1・］ 十 十 ● 80 十～3・2 十 十 十 十～1・1 100
アカソ ● 十 十 十 十 80 十～1・1 1・2 1・1 1・1 ● 80
オシダ 十 ● ■ ● ■ 20 ● ● ● ● ● 0
スナゴケ ＋（3・3） 2・2（3・3） 1・2（3・3） 十 2・2～3・3 100 十 十 ■ 十 ● 60
コスギゴケ ■ 1・2 ■ ● ● 20 ● ● 蓼 ● 恒 0
































ダイセンヤナギ 1・1～2・2 1・1 十 ＋（1・2） 100
ヤマハギ ● ■ ■ （r） 25
メドハギ 十 ● （r） r 75
ネコハギ ● ● ● （＋） 25
ナナカマド r r ● ■ 50
カリヤスモドキ ● 十 ● 十 50
ススキ ● 十 ● （1・1） 50
クリーピングレッドフェスク ■ ● 十～1・1 十～1・1 50
ヨモギ 十 十 十 十 100
フキ 十 1・1 十 ● 75
ホソバノヤマハハコ 十 十 ＋（1・1） 十 100
アキノキリンソウ ● ● r ● 25
キュウシュウコゴメグサ 十 十 十 十 100
ダイセンクワガタ 十 十 十 十 100
クサボタン 十 十 十 ÷ 100
カワラナデシコ r r ● r 75
ダイセンキスミレ r Ψ 十 ● 75
オトギリソウ ● ● （1・1） r 50
イタドリ 十 十 Ψ ● 75
スナゴケ 1・1 2・2 1・1（3・3） （3・3） 100
コスギゴケ ◆ ■ （2・3） （3・3） 50








































































































































































































































































































植物　名 標高im） 草　高icm） 生　　　育　　　状　　　況
クリーピング
@レッドフェスク
1，150
P，200
P，250
P，300
20～40
P0～40
P0～40
P0～30
土のうの近くに集団的に生育する。葉の枯れ上がりが早い。
W高の高い所では成立本数が少なく、生育が悪い。崩壊地に
ﾍ少ない。
ススキ 1，200
P，225
30～70
T0～90
PNC板施工地や土のう下側に局部的に生育する。生長は悪い。
ヨモギ 1，150
P，200
P，250
Pβ00
28
Q5
P9
Q5
密生せず散生する（1m当たり3本以下）。
W高1，250mから上には少ない。また崩壊地にも少ない。
イタドリ 1，150
P，200
P，250
P，300
67
T8
U4
T3
崩壊地では生長が悪い。砂礫地では葉の枯れ上がりが早い。
カリヤスモドキ 1，250
P，275
P，300
60～90
@〃
@〃
崩壊地には少ない。
ヒメノガリヤス 1，250
k275
P，300
40～70
@〃
@〃
崩壊地には少ない。
フキ 1，150
P，200
k250
P，300
20
P2
P6
P5
崩壊地には少ない。林縁に多い。
クサボタン 1，150
P，200
P，250
P，300
37
R6
Q8
R3
崩壊地に散生し、根が地中に深く侵入する。
は向かない。
　（8）　クリーピングレッドフェスク
　この種子は植生土のうに最も多く混入して使用している。外来の牧草は発芽・成長が早く，施工
当初は土のう上でよく繁茂したと思われる。しかし，10年後の現在は生活力が衰え，在来植物に被
圧された状態で生育している。表土の安定した所では土のうの近くに群生して繁茂しているが，侵
食の激しい所や標高1，200m以上の高所にはあまりみられない。耐陰性が弱く，ヤナギやエニシダの
繁った所では衰退している。また茎葉の枯れ上がりが早く，9月ごろには葉が半分程度枯れている。
侵食，庇陰に弱く，初期の緑化にはよいが，在来種に駆逐され長く繁茂し続けることは難しい。成
長の良い所では草高20～40cmに成長している。
　⑨　ススキ
　営林署の治山台帳にはPNC板筋工の所にカヤ株を植えたことが記載されている。本調査ではPNC
大山の植生保全に関する研究（D （45）
板施工地の下側でススキの株がみられたが，株の分けつ本数は1～数本であまり繁殖していない。
また侵食の激しい砂礫地にはススキはなく，土のう筋工の表土安定地に散生する程度である。スス
キは大山では標高800m以下の高原地帯に多いが本施工地の周辺では標高1，225m地点（表1，　P　4
地点）の林縁で1か所だけ小群状に生育していた。ススキは比較的土地の良いところに生育する植
物であるから，高海抜地の砂礫地の緑化には向かないと思う。
　㈲　ヨモギ
　植生土のう筋工にヨモギを使用しているが，ヨモギの繁殖力は弱く，施工地内に群生地はなく，
散生する程度であった。標高1，250mから上には少なく，また侵食の激しい砂礫地には少なく，砂礫
地の緑化には向かないようである。
6．侵入植物の生育状況
　施工地に侵入した植物は木本は少なくて草本は多かった。木本では，ダイセンヤナギ・ヒメヤシ
ャブシ・ミズナラ・オノエヤナギ・ウツギ・シモツケ・アカモノ・ホツツジ・ネムノキ・アキグミ・
タニウツギなどがみられた。草木ではカリヤスモドキ・ヒメノガリヤス・フキ・ホソバノヤマハハ
コ・キュウシュウコゴメグサ・ダイセンクワガタ・クサボタン・カワラナデシコ・イタドリ・アカ
ソなどがみられた。
　ダイセンヤナギ・ヒメヤシャブシの生育については前に説明したとおりである。ミズナラは営林
署の治山台帳では植栽したことになっているが，植栽したと思われるものは少なかった。後から侵
入したと思われる幼木が小数みられたが，成長は良くなかった。オノエヤナギは大山のやや標高の
低いところに多いが，本施工地ではほとんどみられなかった。ネムノキ・アキグミは植栽した記録
はないが数本生育していた。施工地内には，植栽したダイセンヤナギを除きこの10年間に木本植物
の侵入は少なかった。
　草本植物についてみると（写真9），侵食のない表土の安定した地帯にはカリヤスモドキが特に多
かった。カリヤスモドキは草高60～90cmで日当りのよい表土の安定した所に密生するが，侵食の激
しい砂礫地には生育せず，崩壊地の緑化には使用できない。ヒメノガリヤスは草高40～70cmに成長
したが，表土の安定した場所に局所的に生育しており，緑化工に使用するには問題がある。フキは
やや湿性土壌で日当りの良い砂礫地に多いが密生地は少なかった。ホソバノヤマハハコは日当りの
よい砂礫地に多いが密生せず緑化工には使用できない。キュウシュウココメグサは標高1，250mから
上に多くみられた。高山植物で日当りの良いところに生育するが繁殖力が弱く，緑化には余り役立
たない。ダイセンクワガタは日当りの良い所に散生的に広く生育している。侵食の激しい砂礫地に
もみられるが密生せず，緑化工には使用できない。クサボタンは日当りの良い所に広く分布してい
る。侵食の激しい砂礫地にもみられる。根は深く地中に侵入している。砂礫の移動圧に対しては強
いようであるが，密生地は少ない。緑化工に使用できると思うが，その生態について今後研究する
必要がある。イタドリは緑化工に多く使用している。本施工地では局所的に密生地がみられたが，
散生することが多く，また乾燥にやや弱いようで，砂礫地では茎葉の枯れたものが多くみられた。
根は地中に深く侵入するが，崩壊地では成長が悪い。本施工地では高さ40～70cmに成長していた。
（46） 橋　詰　隼　人
アカソは湿性植物で，普通谷筋に多いが，本施工地では侵食の激しい砂礫移動地に多くみられた。
コケ類ではスナゴケが最も多く，ついでコスギゴケが局所的にみられた。スナゴケは大山の代表的
なコケで，表土の安定したところに多かった。特に1，270mから上にはじゅうたんを敷き詰めたよう
に一面に密生していた。砂礫の移動圧に対しては弱く，砂礫地には少なかった。土のう筋工施工地
では土のう上に特に多く生育していた。コスギゴケはスナゴケよりもやや標高の低いところの土の
う上で局所的にみられた。
7．植物群落の遷移と緑化工に使用する植物の検討
　本施工地に接した林縁のマント群落はダイセンヤナギ群落である。また施工地内及び周辺に小群
状にダイセンヤナギ及びダイセンヤナギーヒメヤシャブシ群落がみられる。施工地内周辺のダイセ
ンヤナギの疎生する所にはダイセンヤナギーカリヤスモドキ群落が，また少し標高の高い所にはダ
イセンヤナギースナゴケ群落が発達している。付近の自然植生から判断すると本崩壊地の緑化用樹
種としてはダイセンヤナギが最も適した樹種であるといえる。崩壊地で絶えず土砂が移動すると植
物群落は発達しないが，土砂の移動が止まり，表土が安定してくると，遷移が進行する。本施工地
のダイセンヤナギ植栽地はダイセンヤナギーカリヤスモドキ群落，あるいはダイセンヤナギースナ
ゴケ群落をへてダイセンヤナギ群落に遷移するものと思われる。
　緑化工に際しては植物の選定が特に重要である。植物選択の基本的な考え方は，施工地の各種環
境条件に対して適応性が大きく，また土地保全効果の高い植物を選ぶことである鋤。施工地の環境
条件に対しては郷土植物が最も適応力が大きく，外来植物は一時的に繁茂してもやがて郷土植物に
よって駆逐される。また大山のような標高の高い所では風雨，温度など気象条件が厳しく，郷土種
でも低地の植物は育たない。高地性の限られた植物が利用可能となる。本施工地で緑化工に使用し
た植物の中で最もよく成長しているのはダイセンヤナギである。オオバヤシャブシ・エニシダは被
害を受けて枯死したものが多く，ナナカマド・クリー一ピングレッドフェスク・ススキは成長が良く
なく，ミズナラはほとんど活着していない。ヤマハギ・ヨモギは標高の高い所では生育が悪く，メ
ドハギは高海抜地でも生育するが，繁茂力が劣り，崩壊地には生育しない。侵入植物ではヒメヤシ
ャブシがかなりよく生育しており有望と思われる。表土の安定したか所にはカリヤスモドキが密生
している。緑化工に使用できると思うが侵食にはやや弱い。
　以上のようなことから大山の標高1，000m～1，500m地帯の崩壊地の緑化工に使用できる植物は限
られており，ダイセンヤナギを中心にしてメドハギ・カリヤスモドキなどを使用するとよいと思わ
れる。本施工地におけるダイセンヤナギの植栽間隔は，営林署の治山台帳によると，0．5m間隔に植
栽したことになっているが，実測してみると1m間隔のものが多く，しかも土のう筋工に沿って1
列に植栽している場合が多い。植栽から10年後のヤナギの株直径（クローネ直径）は30～80cmであ
る。土のう筋工は上下に2m間隔で配置しているので，ヤナギの1m間隔1列植えでは10年たって
も地面を完全にクローネが被覆することができない。植生の侵食防止効果を高めるためには，ヤナ
ギをもっと密植して早くうっ閉させる必要がある。少なくとも0．5m間隔に，　ha当たり4万本以上植
栽すれば，地面を早く被覆することができる。幸いダイセンヤナギは発根力が強く山地に直ざしが
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可能である。筆者が鳥大演習林の林道法面で行った実験によると1・2），ダイセンヤナギを5月にさし
木した場合活着率は85％であった。ヤナギの成長は良好で，1年目に7～35cm伸長し，2年生で平
均128cmになった。大山にはダイセンヤナギが沢山自生しているので，この枝をとってさし木する方
法がもっとも安上がりで有効な方法であると思う。
IV　摘 要
　大山国有林一ノ沢3号崩壊地の山腹緑化施工地（標高1，070～1，480m）の植生調査を施工から10
年後に行って以下の結果を得た。
　（1）施工地周辺の自然植生を調査した結果，ダイセンヤナギ群落，ダイセンヤナギーヒメヤシャ
ブシ群落及びダイセンヤナギーカリヤスモドキ群落が認められた。林縁のマント群落の主要植物は
ダイセンヤナギであった。ダイセンヤナギーカリヤスモドキ群落は林縁から少し離れたダイセンヤ
ナギの疎生する所でみられた。
　（2）施工地内の表土安定地では，ダイセンヤナギーカリヤスモドキ群落とダイセンヤナギースナ
ゴケ群落が認められた。表土が安定するとカリヤスモドキが侵入した。海抜高の高い所ではスナゴ
ケが一面に生育していた。
　（3）施工地内の崩壊の激しい石礫露出地や砂礫移動地では出現種数が減少し，ダイセンクワガタ・
クサボタン・イタドリ・アカソなど根系の発達のよい植物が出現した。標高1，300mから上の落石地
では植物の生育は困難であった。
　（4）緑化工に使用した植物の生育状況についてみると，ダイセンヤナギは順調に生育したが，オ
オバヤシャブシは枯損が多かった。ナナカマド・ヤマハギ・エニシダ・ススキなども生育は良くな
かった。クリーピングレッドフェスクは衰退気味であった。ミズナラはほとんど活着していなかっ
た。
　⑤　施工地内に侵入した植物は，木本は少なく草本が多かった。木本ではダイセンヤナギが最も
多くみられた。次いでヒメヤシャブシが多く，ミズナラの稚樹も数本みられた。草本ではカリヤス
モドキが最も多く侵入した。メドハギも表土安定地にはかなり多くみられた。
　（6）大山の標高1，000～1，500m地帯の山腹緑化工にはダイセンヤナギが最も適していることがわ
かった。ダイセンヤナギを中心にしてメドハギ・カリヤスモドキなどを使用するとよいと思われる。
ダイセンヤナギは発根力が高く，さし木が可能である。高海抜地では成長が遅いので，できるだけ
密植して地面を早く被覆し，侵食防止効果を高めることが重要である。ha当たり4～5万本植栽す
る必要があると思う。
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写真1　大山一ノ沢第3号崩壊地の山腹緑化工施工地の10年後の状況
A～B：施工地の遠望。　C：西側に大きなガリが発生している。　D：1，200mから下の
方が侵食されて，PNC板や土のうが崩壊し，石がらになっている。　£：施工地の中ほど
に，所々侵食によって石礫の露出した所がみられる。　F：標高1，270mから上は表面侵食
が少ないが，ヤナギの生育は悪く，スナゴケが一面に繁茂している。
（50） 橋　詰　隼　人
写真2　施工地周辺の自然植生
A～B：林縁のダイセンヤナギ群落（標高1，150m付近）。　C：標高1，280m付近のダイセ
ンヤナギ群落。　Dlダイセンヤナギーヒメナシャブシ群落（標高1，250m付近）。　E：
ダイセンヤナギ～カリヤスモドキ群落（標高1，275m付近）。　F：メドハギ・カリヤスモ
ドキが多く侵入したか所（標高1，200m付近）。
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写真3　施工地内の表土安定地における植生の発達
A：土のう筋工，蛇かご筋工施工地，標高1，150m付近，林縁に近い所にはヤマヤナギ・カ
リヤスモドキ・クサボタン・メドハギが多い。　B：土のう筋工施工地，標高1，225m付近，
施工地の中央部凸形地形の所，スナゴケが多く，植栽したダイセンヤナギの中にカリヤス
モドキ・キュウシュウコゴメグサ（自い花）が多く侵入している。　C～D：PNC板施工
地，標高1，180m付近，カリヤスモドキ・クサボタンが多い。　E～F：PNC板施工地，標
高1，220～1，240m，ダイセンヤナギのよく繁った所と岩石の崩落により被圧された所があ
る。オオバヤシャブシは枯損が多い。PNC板上の土のうは落石により破損している。
（52） 橋　詰　隼　人
写真4　施工地内の表土安定地における植生の発達
A～C：ダイセンヤナギースナゴケ群落，標高1，270～1，3001n地点，植栽したダイセンヤ
ナギの生育は悪く，スナゴケが一面に繁茂している。その中にキュウシュウコゴメグサ（白
い花）・メドハギ・カリヤスモドキ・ホソバハハコ・オトギリソウなどが侵入している。　D：
施工地内のカリヤスモドキ群落，表土の安定した所にカリヤスモドキが侵入している（標
高1，200～1，250m付近）。
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写真5　施工地内の崩壊地（石礫露出地）における植生の発達
標高1，140～1，200m
A：ダイセンヤナギの生育は良好であるが植生密度を高める必要がある。スナゴケは被度
が低く，土のう付近に多い。　B：林縁に近い所ではカリヤスモドキ・メドハギの侵入が
みられる。　C：オオバヤシャブシは枯死し，クリーピングレッドフェスクも生育は悪い。，
D～E：土のうは破損し，石がらの所が多い。クリーピングレッドフェスクは土のうの近
くに部分的に生育しているが，生長は悪い。スナゴケは土ようの上及びその付近に多い。
F：石がらの所でもヤナギはよく生長する。左の方にクサボタンが生育している。
（54） 橋　詰　隼　人
写真6　施工地内の崩壊地（砂礫移動地，落石地）における植生の発達
A：ダイセンヤナギは侵食の激し砂礫移動地でも生育している。　Blイタドリは砂礫移
動地に部分的に群生しているが，夏期に乾燥害で葉の枯れたものが多い。　C～E：砂礫
移動地にはアカソ・ダイセンクワガタが多く見られる。　D：アカソ（左下）とクサボタ
ン（右上）。　E：ダイセンクワガタ。　F：標高1，318m（PNC板筋工Nα11）の落石地の
状況，ダイセンヤナギを除き植生の発達は悪い。
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写真7　緑化工に使用した植物の生育状況
A～B：ダイセンヤナギ。一般に生育は良好で，砂礫地でも良く育つ。枝が横に張って円
形の樹冠をつくる。　C～D：オオバヤシャブシ。標高の低い所ではよく生長しているが，
1，200mから上では枯損が多い。　E：ヤマハギ。標高の低い所ではよく育つが，標高の高
い所や砂礫地では育たない。　F：メドハギ。大山の1，100～1，300mの地域に多い。表土
の安定した所に生育しており，砂礫地には育たない。
（56） 橋　詰　隼　人
写真8　緑化工に使用した植物の生育状況
A：ナナカマド。標高1，200m付近を除き生育はよくない。　B
栽木は数本しかみられなかった。　C：エニシダ。枯損が多い。
工の下側でみられたが，株の分けつは少なく生育は良くない。
生しており，生育は良くない。
ミズナラ。活着が悪く植
E：ススキ。PNC板筋
F：ヨモギ。部分的に散
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写真9　施工地でよくみられた侵入植物
A：カリヤスモドキ。日当りの良い表土の安定した所に多い。　B：フキ。日当りが良く，
やや湿性の所に多い。　C：ホソバノヤマハハコ。日当りの良い砂礫地に多い。　D：キ
ュウシュウコゴメグサ。標高1，250mから上に多い。日当りの良い表土の安定した所に群生
する。　E：ダイセンクワガタ。日当りの良い砂礫地に多い。　F：クサボタン。日当り
の良い所に多い。根は地中に深く侵入する。
